
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時が経つのは早いもので、もうすぐ議員の任期で 

ある８年間が過ぎようとしております。 

 私は初めての選挙の際「議員の活動が選挙の時 

しか見えないのはおかしい。議員は自らがどのよう 

な活動を行っているのか市民の皆様にしっかりご報 

告しなければならない」との思いを抱き、毎月活動 

報告紙を発行することを公約といたしました。 

 右の図は小さくて読み辛いかもしれませんが、４ 

年前最初に発行した「みね新聞第１号」です。 

 ８年間は月数にすると９６カ月になり、私の活動      

報告紙は本号で第９７号となりました。 市議会議員２期８年間の節目として、本号をもって最終号とさせていた

だきます。次回、みね新聞第９８号を皆様にお届けできるよう、全力で市政に挑戦します。 

 活動報告紙の毎月発行と同時に公約として掲げたのが「毎月最低一回は 

市民の皆様と自由に意見交換を行う場を作ること」でした。 

 市町村議会は最も住民に近い議会であるはずが、議員と住民が接点を持つ 

ことは少なく、自由に意見交換ができる場は限られています。 

 私は、先輩議員である菅原直敏県会議員の意見交換会の開催スタイルを手本 

とし、毎月発行する活動報告紙に意見交換会の日程を記載して配布する方 

法でこれまで計１１１回意見交換会を開催させていただきました。 

 毎月、自由なテーマで住民の皆様と意見交換を行い、そこで得たご意見 

を市政に反映させ、その結果をまた意見交換会でご報告をするというサイ 

クルを続けてきたからこそ、議員としても成長ができただけではなく、住民の皆様の身近な課題にも対応すること

ができました。活動のお知らせと意見交換会は議員の責務として実施すべきものであると考えます。 

 

 

    

■活動報告紙は第９７号を迎えました。 

 

■意見交換会は計１１１回開催 

 



 

 

 あかみね太一君は、長年にわたり議会改革の取り組みを継 

続しており、その実績は他の追随を許しません。この経験豊富 

で信念を貫くことができる人材を失うことは大和市にとって極 

めて大きな損失であり、議会機能の衰退に繋がりかねません。 

私は赤嶺太一君を生まれ育った大和市の未来を託せる人 

材として、強く皆様に推薦いたします。 

政策実現のための自己研鑽は、より専門的かつ現状に即 

した政策提言をするためにも不可欠です。今後もあかみね太 

一君の活躍に期待しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和市議会議員 

あかみね太一 （３８） 

【プロフィール】 

昭和 55 年 11 月 27 日生まれの３８歳。  

妻とダウン症の１１歳の娘、７歳の長男（福田小

学校）５歳の次男の５人家族。 

平成２３年、政党や組織の支援を一切受けずに無

所属で市議会議員選挙に挑戦し初当選。当選から

８年間、一貫して議会改革に携わり、議会改革の

経験は現職最長となる。     

防災士として各地で被災地支援活動を行い、議会

では様々な災害対策を実現。市内で無料の防災講

習会を開催している。桜ヶ丘在住。【討議資料】 

【資格】一級金属熱処理技能士・二級金属材料試

験技能士・ガス溶接・アーク溶接 

防災士（全問正解の成績で試験に合格） 

職業訓練指導員（熱処理科） 

福祉住環境コーディネーター３級 

社会福祉主事任用資格・調理師など多数 

【学歴】自由が丘産能短期大学卒 

好きな食べ物：おにぎりと玉子焼き 

（本号は「みね新聞４８号」をベースに作成しています） 

 

 
 

    

 


